
教員の自己成長を支える「しかけ」としてのパターン・ランゲージ

――「実務家教員のためのパターン・ランゲージ」を例として 

山本絢子 1)、今井桂子 2)、柘植雅則 2)、山口圭治 2)、伴野崇生 2) 
社会構想大学院大学 先端教育研究所 1) 
社会構想大学院大学 実務教育研究科 2) 

１．本ワークショップの目的

 本ワークショップでは、「実務家教員のための

パターン・ランゲージ ―新しい道を切り拓いて

いくための 24 のことば―」(実パタ：伴野・正井・

阿部 2023)と呼ばれるパターン・ランゲージによ

るワークショップの可能性について体験的に理

解することを目的とする。パターン・ランゲージ

は、実践知やコツと呼ばれるものを一定の形式で

記述したものであり、実パタでは熟達した(研修

講師 4 名を含む広義の)実務家教員 17 名の暗黙

知・経験知を言語化・体系化した。

 本ワークショップへの参加には、単に実パタに

ついて理解し実務家教員の暗黙知・経験知に触れ

ることができるのみならず、パターン・ランゲー

ジという手法そのものの体験という意義もある。

自身が実務家教員かどうか、あるいは実務家教員

に興味があるかどうかに関わらず、広く教育に関

わる方々の参加を期待する。

２．教員の自己成長を支える

教員の自己成長を支えることは重要である。

諸富(2017)は、教育カウンセリングの重要性に

ついて主張する文脈において「教育は人格形成の

営み」であり、「まず教師自身が、自らの自己形

成、自己成長に取り組んでいかなくてはな」らな

いと指摘する。これは、あらゆる教員にとって 

――実務家教員かどうか、高等教育かどうか、教

育の対象が誰かといったことに関わらず―― 同
様のことが指摘できるだろう。

豊田(2022)はショーンのダブルループ学習理

論を発展させ、日本型省察的実践のモデルを提案

する。経験知のみをもとにした省察が同じ実践共

同体内部の知識の移動にとどまることを指摘し、

知識の抽象度を自覚的に調節しながら個人内及

び個人間で問題解決のための省察的対話ができ

る人の重要性を示す。他者との対話や振り返りの

機会を確保した協働的な学びや、理論と実践を往

還させた省察力による学びの重要性は、中教審答

申 (2022) でも指摘されているところである。 

３．パターン・ランゲージとは

ある分野における豊かな経験を持っている人

たちの暗黙知や経験則、あるコミュニティが共有

する価値観は、形式知として言語化・体系化され

ているとは限らない。パターン・ランゲージは、

そのような暗黙的な知識の認識、言及、共有を支

援する(黒田・伊作・木下・田中・伴野・鍋島 2022)。 

パターン・ランゲージは、1970年代に建築家ク

リストファー・アレグザンダーが住民参加のまち

づくりのために提唱した知識記述の方法である。

「パターン」は、いわば文法のようなものをもっ

ており、決まったルールで記述される。一定の記

述形式で秘訣を記することによって、パターン名

（名前）に多くの意味が含まれ、それが共通で認

識され、「言葉」として機能するようになる。パタ

ーン・ランゲージを学びに取り入れると、学び手

それぞれが自分の状況や個性などに合わせてヒ

ントを取り入れ、自分らしく実践したり、成長し

たりしていくことができる(クリエイティブ・シ

フトWebサイト「パターン・ランゲージとは」)。

４．実務家教員のためのパターン・ランゲージ

「実パタ」は「新しい道を切り拓くための 24 の

ことば」でできている。24 のことばは 3 つのカテ

令和５年度 全学FD推進プログラム SPOD共通事業 第19回大学教育カンファレンスin徳島

ワークショップＢ　10：30～12：00

― 10 ―



ゴリ、「A 教育界でなにをするのか」「B 実務家教

員として価値を出す」「C 未来での活躍をプロデ

ュースする」からなる。まず、「A 教育界でなに

をするのか」は「未来のつくり手を育てる」「次世

代に伝えるべきことを定める」という 2 つのグル

ープに分かれる。また、「B 実務家教員として価

値を出す」は「自分のドメインを確立する」「人と

つながり続けて強化する」「研究もすることで社

会に役立てる」という 3 つのグループに分かれる。

さらに、C は「教えるということも探究する」「い

きいきとした学びを提供する」「未来へ送り出す」

という 3 つのグループからなる。以下、冒頭部分

である「A 教育界でなにをするのか」の「未来の

つくり手を育てる」の一部を例として示す。

【新しい道(No.1):その先にはどんなことが待

っているのだろうか】実務家教員になることに

関心をもっているときに、「大学の先生」とい

うなんとなくのイメージでこの仕事を考えて

しまうと、いざその世界に入ったときに挫折し

たり後悔したりするかもしれません。そこで、

仕事の目的だけでなく生活スタイル等も大き

く変わるということを理解し、まったく新しい

世界に入っていくのだという認識を持ちます。 

【育てる人(No.2):これからの社会の担い手を
はぐくむ】実務家教員という仕事について考え

ているときに、自分が知っていることを教えれ

ばよいだろうと思ってしまうと、学生には役立

たないことを教えていくことにつながってし

まうかもしれません。そこで、自分の培ってき

た経験や知見をもとに、今後の社会をつくって

いく人材を育てるのだと捉えます。

【社会課題への別アプローチ(No.3):これから
もその使命感は持ち続ける】実務家教員のイメ

ージが持てるようになってきたときに、これま

で成果を積み上げていくことで得られていた

やりがいや自信などが、教育界に入ると得られ

にくくなってしまうのではないかと不安に思

ってしまいます。そこで、社会を良くしていこ

うという思いや姿勢をこれまでと同じく大切

にし、 これからは教育を通じて社会課題の解

決に寄与していくのだと考えます。

５．まとめ

以上、本稿ではパターン・ランゲージという方

法と「実パタ」について概観した。

本ワークショップでは「実パタ」を通じた省察

と対話のワークを行う。「実パタ」という鏡を通

じた自己省察を行い、他者を鏡として省察をより

深めていく中で、教員の自己成長を支える「しか

け」としてのパターン・ランゲージの意義を体感

する機会を提供したいと考えている。
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